
 

令和８年度 新潟県福祉サービス第三者評価講演会 

開 催 概 要 
 

第三者評価を「受ける」から「活かす」へ 

第三者評価は、事業所の取組を客観的に振り返り、普段の業務では気づきにくい強みや課題を明らか

にする機会です。評価を受けること自体が目的ではなく、その結果を日々のサービスや事業運営の改善

に活かしていくことが重要です。 

今回の講演会では、第三者評価の意義・目的や必要性を改めて確認するとともに、受審を通じてどの

ようなメリットが得られるのか、また、評価をどのように活用できるのかについてご紹介します。 

「受審してみたいけれど、何が得られるのか分からない」 

「以前受審したけれど、もっと活用できる方法を知りたい」 

そんな方にもおすすめの講演会です。 

第三者評価を、事業所のより良いサービスや運営につなげるための新たな視点を見つけてみませんか。 

 

 

１ 対 象 者 

社会福祉法人の理事長、理事、監事、評議員等、法人や施設の経営方針、事業計画・運営方針、予

算等の決定に関わっている方や、福祉施設の施設長、職員等、新潟県福祉サービス第三者評価に関心

のある方はどなたでもお申し込みください。 

 

２ 日時・開催方法 

令和８年１２月１日（火）・オンライン開催（Teams）  

 

３ プログラム 

■ 開   会  １３：３０ 

 

■ 第 １ 部  １３：３５～１４：４0（６５分） 

講演「福祉サービス第三者評価の概要と利活用方法（仮題）」 

講 師：（一社）全国福祉サービス第三者評価調査者連絡会 

 田中 稔 氏 

 

■ 第 ２ 部  １４：５０～１５：５０（６０分） 

トークセッション「福祉サービス第三者評価受審による効果（仮題）」 

進行役：（一社）全国福祉サービス第三者評価調査者連絡会 田中 稔 氏 

報告者：（社福）中越福祉会 みのわの里工房みつけ  

園長 小林 義明 氏 

    （社福）上越老人福祉協会 特別養護老人ホームいなほ園 

園長 金子 美朗 氏 

 

■ 質 疑 応 答  １５：５０～１６：００（１０分） 

 

■ 閉    会  １６：００ 


